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中小企業 48%

◆研究概要
熱可塑性炭素繊維強化複合材料（CFRTP）は、軽量、高強度、高剛性といったメリットを有していますが、

一方でコストが高いといったデメリットもあります。その解決策の一つとして注目されているのが、CFRTPを
用いたサンドイッチ材です。しかし、このサンドイッチ材は立体成形が非常に難しいといった課題があります。
そこで本研究では、熱可塑性繊維と炭素繊維を混合し抄紙して作製したシート（①）を複数枚積層し（②）、

熱プレス成形したCFRTP板（③）をコア材に用いて、上下面に市販のクロス材CFRTP板（スキン材）を重ねて
加熱し、スプリングバックを利用した立体成形手法の確立を目指しました。その結果、簡易的な形状のCFRTP
サンドイッチ材の立体成形に成功しました。

CFRTPの賦形加工性に関する研究研究紹介

①

【コア材作製手順】

〇お問い合わせ先 次世代技術部

スプリングバック：屈曲している炭素繊維が弾性力により元に戻ろうとする現象
（曲げられた炭素繊維が多いほど元に戻ろうとする力は大きくなる）

圧縮

スプリングバックにより膨張熱プレス等による圧縮炭素繊維を含んだ材料

スキン材とコア材を重ねた状態で
金型内部にセットし、加熱します。
加熱によりコア材が膨張し、立体
成形品が完成します。

② ③

【スプリングバックって何？】

膨張

【CFRTPサンドイッチ材の立体成形】

立体成形品（お盆形状）

①タッピ抄紙機を用いて熱可塑性
繊維と炭素繊維を混合したシート
を抄紙します。
②混抄シートを積層します。
③熱プレス成形をして、冷却する
とCFRTP板（コア材）の完成です。

スキン材
（市販のクロス材CFRTP板）

コア材（製作したCFRTP板）

成形の概略図

樹脂

炭素繊維



専門技術講演会「切削加工におけるトラブル未然防止」開催報告

分野横断応用研修「リニアトーション型試験機活用」受講者募集

今年度新たに導入する「インストロン社製ＥＬＥＣＴＲＯＰＵＬＳ Ｅ２００００ リニアトーション型動
的疲労試験機」を中心とした研修会を開催いたします。本装置は、最大２０ｋＮの引張・圧縮荷重および１
３０Ｎｍ以下のねじり荷重に対応し、単軸だけでなく複合荷重（引張＋ねじり等）を加えた高精度な評価試
験が可能です。研修では、同一メーカー製の万能試験機および疲労試験機も併せてご紹介し、３機種の特徴
や使い分けについても理解を深めていただけます。ぜひご参加ください。

【日程】令和８年１月２２日（木） １０：００～１７：００

【場所】岐阜県産業技術総合センター 実験棟Ｅ ２階２０４研修室、実験棟Ｃ高度部材試験室

【内容】リニアトーション型試験機に関する座学と実習

【定員】１０名

【受講料】無料

【申込締切】令和７年１２月２６日（金）まで

（問い合わせ先：次世代技術部 栗田、西垣）

右の2次元コー
ドまたは以下の
URLからお申し
込みできます。

https://logoform.jp/form/T8mB/1243620

次世代企業技術者育成事業 専門技術研修「繊維基礎課程」開催報告

近年開発が進んでいるＤＸ技術を使った製造現場の工程を監視するシステムに関連した講習会を開催しま
した。工作機械メーカー及び工具メーカーの講師２名の方から、実際の運用事例やその効果などについて講
演していただきました。

【日 程】令和７年１１月１９日（水） １３：３０～１６：００

【場 所】岐阜県産業技術総合センター
実験棟Ａ ２階Ａ２０１ 多目的ホール

【講 師】ヤマザキマザック株式会社 ＦＡソリューション本部
アプリケーション部 部長 安井健 氏
住友電工ハードメタル株式会社 アプリケーション開発部
伊丹ソリューショングループ 吉田高太 氏

【受講者】３１名 講習会の様子

県内の繊維関連企業の方を対象とした専門技術研修「繊維基礎課程」を開催しました。繊維の基礎的な知
識から製品の品質管理、各種試験方法等を学んでいただきました。受講者の方からは、「製造工程の細かい
ところまで知ることができ勉強になった」、「糸や布の知らないことを学べたので仕事に活かしたい」と
いった感想をいただきました。

【日 程】令和７年１１月１０日（月）～１４日（金）

【場 所】オンライン配信（動画視聴）

【講 師】岐阜県産業技術総合センター
繊維・紙業部 職員

【受講者】１７名

来年も同様の研修を計画しております。ご興味のある方は是非
ご参加ください。

内 容

１ 繊維の素材

２ 糸・布の製造

３ 染色整理

４ 縫製、法規制

５-１ 品質試験 ５-２ 機能性試験

６ 繊維試験動画
①引張り ②引裂き ③汗堅牢度
④洗濯堅牢度 ⑤寸法変化
⑥耐光堅牢度 ⑦摩擦堅牢度
⑧堅牢度級数判定 各試験の解説
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